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1 はじめに





















Shift Keying) コヒーレント状態信号 jki = j exp[i2kM ]i と
M 元 ASK(Amplitude Shift Keying) コヒーレント状態信号
jki = j kM 1iを対象とする (k = 0; 1; : : : ;M  1)．ここで，
は複素振幅をあらわす．また，信号の先験確率を等確率とする．
M 元信号における平均誤り率を PMe とする．また，M 個の
信号の中で最も近い 2 つの信号を近接 2 信号と呼び，その誤り
率を PBe とする．PBe について，量子最適測定の場合はトレース
距離を用いて表すことができる．そして，古典最適測定の場合
は変動距離を用いて表すことができる．
先行研究 [1] では，PBe と PMe の比が近接信号の平均数 hNi
に収束することを利用して近似式を構成している．古典最適測
定の場合も，この 2つの誤り率は近接信号の平均数 hNiに収束
する．すなわち，PSK信号の場合は hNi = 2，ASK信号の場合
は hNi = 2(M 1)M に収束する．よって，古典最適測定における
誤り率の近似式は，次のように構成される．
P approxe = hNiPBe (1)
3 近似式精度
文献 [1] では，提案した近似式の精度を定量的に求めるため
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